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1. 平成31年2月期第3四半期の連結業績（平成30年3月1日～平成30年11月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

31年2月期第3四半期 14,618 5.8 177 ― 225 ― 151 ―

30年2月期第3四半期 13,819 △0.4 △50 ― 0 ― △8 ―

（注）包括利益 31年2月期第3四半期　　148百万円 （―％） 30年2月期第3四半期　　1百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

31年2月期第3四半期 188.92 ―

30年2月期第3四半期 △10.17 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

31年2月期第3四半期 14,076 2,014 14.3

30年2月期 13,972 1,866 13.4

（参考）自己資本 31年2月期第3四半期 2,014百万円 30年2月期 1,866百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

30年2月期 ― ― ― 0.00 0.00

31年2月期 ― ― ―

31年2月期（予想） 0.00 0.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成31年 2月期の連結業績予想（平成30年 3月 1日～平成31年 2月28日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 19,901 3.7 268 255.1 324 135.3 247 134.6 308.93

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 31年2月期3Q 810,000 株 30年2月期 810,000 株

② 期末自己株式数 31年2月期3Q 7,678 株 30年2月期 7,437 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 31年2月期3Q 802,426 株 30年2月期3Q 802,647 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際

の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期
決算短信（添付資料）２ページ１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間（平成30年３月１日～平成30年11月30日）における国内経済は、国の各種政策の効果

もあり、雇用・所得環境や企業収益に改善傾向が見られるなど、景気は緩やかな回復基調が続きました。 

百貨店業界におきましては、都市圏につきましては好調なインバウンド購買の影響もあり、引き続き売上が回復

基調となっておりますが、インバウンドの恩恵もほとんどなく、豪雨や台風等の悪影響も受けた地方圏は、依然と

して厳しい商況が続いております。 

このような状況のなか、当社グループは中期経営計画の２年目を迎え、そのビジョンに掲げる「日本一生き生き

とした百貨店」の実現に向け、さらなる取り組みの強化に努めるべく、各種の営業施策を展開してまいりました。 

営業面では、播磨地域において揺るぎない地位を確立し、お客さまから末永くご支持を頂ける店舗づくりをめざ

すべく、引き続き、商品力の強化と店舗環境の整備に注力してまいりました。具体的な取り組みといたしまして

は、紳士服売場に、ラグジュアリーな素材と細部にまでこだわった上質で洗練された紳士服を展開する「ランバン

コレクション」を、婦人服売場には「モラビト ブラン」や「ピンクハウス」、「ブルーレーベル・クレストブリ

ッジ」等の人気ショップを、また、食料品売場に近江の老舗創作和菓子店「叶 匠壽庵」や洋菓子店「シーキュー

ブ」、さらに、和惣菜店「日本のさらだ いとはん」をそれぞれ新たに導入し、姫路商圏随一の品揃え強化に努め

ました。催し会場におきましては、開店65周年特別企画として、全国有数の刺しゅう愛好者団体による「戸塚刺し

ゅう展」を初開催し、多数のお客さまにご来場いただきました。また、美術催事といたしましては、華やかな黄金

の名品を展観した「山陽の黄金展」や、日本藝術院会員画家「西田俊英 日本画展」の初個展催事に加え、世界的

に活躍する現代アーティスト小松美羽ライブペインティングなどを実施した「山陽の美展」を開催し、いずれもお

客さまから好評を得ることができました。

経費面におきましては、広告宣伝費の効率的な運用に加え、水道光熱費や販売・事務用品費の低減を図るなど、

限られた経営資源のなかで効率的な運用に努めました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、台風や豪雨による営業時間の短縮や臨時休業による営業機会

の損失があったにも関わらず、リモデル効果が続く化粧品や婦人・紳士衣料が好調に推移したこと、さらにシーズ

ンギフトが大幅に伸張したことにより14,618百万円（前年同期比5.8％増）となり、営業利益177百万円（前年同期

営業損失50百万円）、経常利益225百万円（前年同期経常利益０百万円）、親会社株主に帰属する四半期純利益151

百万円（前年同期親会社株主に帰属する四半期純損失８百万円）といずれも前年同期を大きく上回る結果となりま

した。 

 

（２）財政状態に関する説明

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ103百万円増加し、14,076百万円となりまし

た。これは主に、季節要因による受取手形及び売掛金の増加565百万円、現金及び預金の減少401百万円などによる

ものであります。

負債は、前連結会計年度末に比べ44百万円減少し、12,061百万円となりました。これは主に、支払手形及び買掛

金の増加541百万円や前受金の増加409百万円、返済による借入金の減少1,020百万円などによるものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ148百万円増加し、2,014百万円となりました。これは主に、親会社株主に帰

属する四半期純利益による利益剰余金の増加151百万円によるものであります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

業績予想につきましては、当第３四半期連結累計期間の業績等に基づき検討した結果、平成30年10月12日付「平

成31年２月期 第２四半期決算短信」において公表いたしました業績予想からの変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年２月28日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成30年11月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,098,156 1,696,343 

受取手形及び売掛金 623,156 1,188,691 

商品 1,048,363 1,211,338 

貯蔵品 8,098 9,068 

繰延税金資産 28,731 36,808 

その他 150,534 146,796 

貸倒引当金 △1,963 △3,510 

流動資産合計 3,955,077 4,285,536 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 3,529,921 3,379,589 

土地 4,729,430 4,728,140 

その他（純額） 251,598 218,313 

有形固定資産合計 8,510,950 8,326,043 

無形固定資産 133,215 128,546 

投資その他の資産    

投資有価証券 847,819 842,278 

繰延税金資産 11,859 12,239 

差入保証金 465,696 424,425 

その他 64,221 73,040 

貸倒引当金 △16,063 △16,017 

投資その他の資産合計 1,373,533 1,335,965 

固定資産合計 10,017,699 9,790,556 

資産合計 13,972,777 14,076,093 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 1,766,716 2,307,905 

短期借入金 1,360,000 1,105,000 

未払法人税等 35,681 65,713 

前受金 2,365,458 2,774,701 

商品券 1,182,487 1,182,045 

賞与引当金 16,614 34,127 

商品券回収損引当金 235,900 234,600 

その他 454,280 437,929 

流動負債合計 7,417,139 8,142,022 

固定負債    

長期借入金 4,290,000 3,525,000 

繰延税金負債 13,689 10,523 

退職給付に係る負債 329,827 323,181 

その他 55,729 60,943 

固定負債合計 4,689,246 3,919,648 

負債合計 12,106,385 12,061,670 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成30年２月28日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成30年11月30日) 

純資産の部    

株主資本    

資本金 405,000 405,000 

資本剰余金 7,554 7,554 

利益剰余金 1,491,950 1,643,540 

自己株式 △15,652 △16,376 

株主資本合計 1,888,852 2,039,718 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 33,419 25,490 

退職給付に係る調整累計額 △55,879 △50,785 

その他の包括利益累計額合計 △22,460 △25,295 

純資産合計 1,866,392 2,014,423 

負債純資産合計 13,972,777 14,076,093 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年３月１日 

 至 平成29年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成30年３月１日 
 至 平成30年11月30日) 

売上高 13,819,460 14,618,293 

売上原価 10,882,650 11,505,219 

売上総利益 2,936,809 3,113,074 

販売費及び一般管理費 2,987,359 2,935,972 

営業利益又は営業損失（△） △50,549 177,101 

営業外収益    

受取利息 294 294 

受取配当金 2,885 3,150 

受取家賃 4,663 1,735 

債務勘定整理益 83,389 83,910 

その他 38,772 38,066 

営業外収益合計 130,004 127,157 

営業外費用    

支払利息 17,120 11,715 

商品券回収損引当金繰入額 61,519 64,533 

その他 423 2,205 

営業外費用合計 79,063 78,454 

経常利益 391 225,803 

特別損失    

固定資産除却損 2,456 5,411 

特別損失合計 2,456 5,411 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
△2,064 220,392 

法人税等 6,100 68,802 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △8,164 151,590 

非支配株主に帰属する四半期純利益 － － 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△8,164 151,590 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成29年３月１日 

 至 平成29年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成30年３月１日 
 至 平成30年11月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △8,164 151,590 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 5,355 △7,929 

退職給付に係る調整額 4,696 5,093 

その他の包括利益合計 10,051 △2,835 

四半期包括利益 1,887 148,754 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,887 148,754 

非支配株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

該当事項はありません。 

 

 

（追加情報）

（表示方法の変更）

（四半期連結損益計算書） 

 第１四半期連結会計期間より、従来、「営業外収益」の「受取家賃」に表示しておりましたテナント賃貸料及

び「営業外収益」の「その他」に表示しておりました催事手数料を「売上高」に、また、「営業外収益」の「受

取家賃」及び「その他」に表示しておりましたテナント賃貸にかかる共益費につきましては「販売費及び一般管

理費」より控除して表示しております。 

 この変更は、新組織体制の移行にともない運営体制の強化と効率化を図るため、管理方法の見直しにより、実

態を適切に表示するために変更をおこなうものであります。 

 なお、この変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間の四半期連結財務諸表の組替えを行っておりま

す。 

 この結果、前第３四半期連結累計期間の四半期連結損益計算書において、「営業外収益」の「受取家賃」に表

示しておりました16,468千円及び「営業外収益」の「その他」に表示しておりました1,384千円は「売上高」

に、また、「営業外収益」の「受取家賃」に表示しておりました5,400千円及び「営業外収益」の「その他」に

表示しておりました3,079千円は「販売費及び一般管理費」より控除して組替えております。 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成29年３月１日 至 平成29年11月30日） 

 当社グループは、百貨店業単一であるため、セグメント情報の記載を省略しております。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成30年３月１日 至 平成30年11月30日） 

 当社グループは、百貨店業単一であるため、セグメント情報の記載を省略しております。
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